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１．はじめに 
 アパレル・インテリア分野への用途展開では、

繊維産業は安価な輸入製品により厳しい状況に

あります。しかし、種々の機能性を持ったメデ

ィカルテキスタイルの開発など新たな医療分野

への製品展開の可能性を高めることにより繊維

産業の活性化が期待できると考えられます。 
 １０年後の生活領域の広がりと成長を目指し、

医薬品・医療機器分野は重点分野と位置づけら

れており、高齢化を医療機器の開発で解決する

ため、革新的医療機器創出５か年戦略がありま

す。 
 医療機器産業は世界的には伸びていますが、

日本は０％成長であり、日本企業のシェアは１

０％です。一方、アジアパシフィック市場は２

００５年時点で８％で、さらに伸びているため、

今後日本企業の成長を促したい分野になってい

ます。 
 ものづくりの高度な技術が蓄積され製造業の

盛んな愛知県ではありますが、医療製品の製造

に関してシェアはまだ低く、今後の発展の可能

性のある分野であるとも考えられます。 
２．医療用品開発の難点 

 医療品の開発には治験の実施による認可の手

続きが必要で、製品の実用化までには長い年月が

必要であり、コストもかかります。これまで医療

用品は同じ流れの手続きで認可が行われてきま

したが、医薬品と医療機器では使用の性質が全く

異なるため、上記５か年戦略の取り組みの一環と

して医療機器の種類ごとの承認基準・ガイドライ

ン策定や治験不要範囲の拡大・明確化など速やか

に認可を受けられるよう認可の制度の見直し改

正が行われています。 
３．医工連携 

 医療機器は、心臓ペースメーカーやステント

など人体内に埋め込む治療機器、内視鏡やＭＲI

などの診断機器、車椅子や介護ロボットなどの

福祉機器などと多岐にわたり、様々な材料が用

いられ、種々の工学的技術の活用が必要となり

ます。よって医療技術と化学的技術、機械的技

術、電子的技術などの工学技術との連携が必要

となります。 

 

 

 

 医療分野においては縫合糸、包帯、ガーゼな

ど繊維製品も多くあります。 

 繊維製品では、種々の繊維の持つ風合いを生

かした肌に直接触れる製品への展開、吸湿性・

通気性・薬品等の吸着性を生かした製品展開な

どが考えられます。 

４．取り組み 

 尾張繊維技術センターで開発したタッチセン

サ織物は既存の圧力センサと比較して織物の肌

触りを生かし、病院や福祉施設などでのベッド

シーツや衣類、カーペット等への製品展開が期

待されています。 

 ニットの伸縮性に富む性質を生かしたサポー

ターなどの製品がありますが、医療用ニット製

品の密着性を高めるために、体型の３次元計測

を行い、それに合わせた編成を行うことを検討

中です。近年開発された無縫製編機などの使用

によりオーダーメードのニット製品の製造が可

能になると期待できます。 

 例えば今後開発されるであろう介護用ロボッ

トなどの福祉機器は人体と接するため、ロボッ

ト用衣服の開発など、医療機器をより快適に使

用するための研究も今後検討したいと考えてい

ます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

 国内の繊維製品を輸入製品と差別化するため

に高付加価値製品の開発が必要と考えられます。

その一つとして医療用品へ展開の可能性のある

機能性テキスタイルの開発を開発していきたい

と思います。 
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